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例　　　言

1　　本書は輪島市興徳寺 B 遺跡の発掘調査報告書である。
2　　遺跡の所在地は輪島市三井町興徳寺地内である。
3　　調査原因はいしかわ広域交流幹線軸整備事業（主）七尾輪島線であり、同事業を所管する石川
　 県土木部道路建設課が、石川県教育委員会に発掘調査を依頼したものである。
4　　調査は財団法人石川県埋蔵文化財センターが石川県教育委員会から委託を受けて、平成 21
　（2009） 年度から平成 22（2010）年度にかけて実施した。業務内容は現地調査、出土品整理、報告
　 書刊行である。
5　　調査に係る費用は、石川県土木部道路建設課が負担した。
6　　現地調査は平成 21 年度に実施した。期間・面積・担当課・担当者は下記のとおりである。
　　　  期　間　平成 21 年 5 月 11 日 ~ 同年 6 月 29 日
　　　  面　積　950㎡
　　　  担当課　調査部県関係調査グループ
　　　  担当者　土屋宣雄（専門員）、荒木麻理子（主任主事）
7　　出土品整理は平成 22 年度に実施し、調査部県関係調査グループが担当した。
8　　報告書の刊行は平成 22 年度に実施し、調査部県関係調査グループが担当した。執筆・編集は荒
　 木麻理子（調査部県関係調査グループ）が行った。
9　　調査には下記の機関・個人の協力を得た。
　 石川県土木部道路建設課、奥能登土木総合事務所、輪島市教育委員会（五十音順、敬称略）
10　 調査に関する記録と出土品は石川県埋蔵文化財センターで保管している。
11　 本書についての凡例は下記のとおりである。
　　　 （1）方位は座標北であり、座標は国土交通省告示の平面直角座標Ⅶ系に準拠した。
　　　 （2）水平基準は海抜高であり、T.P.（東京湾平均海面標高）による。
　　　 （3）出土遺物番号は挿図と写真で対応する。
　　　 （4）遺物実測図については須恵器の断面を黒塗りにした。
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第 2 章　遺跡の位置と環境

第 1 節　遺跡の位置と地理的環境

　興徳寺 B 遺跡は石川県輪島市三井町興徳寺地内に所在する。
県の北端、日本海に突出する能登半島の北岸部に位置する輪
島市は、平成 18（2006）年 2 月 1 日に隣接する鳳至郡門前町
と合併して現在の市域となった。東は珠洲市・能登町、南は
穴水町・志賀町、北と西は日本海に接する。また、北の沖合
には七ツ島・舳倉島があり、沿岸漁業の拠点となっている。
市域の大部分が山地で、北部では能登最高峰の高洲山（567m）
をはじめ、宝立山、鉢伏山、佐比野山などの標高約 400m 級の
山々が連なり、これらの険しい山容をぬうようにして河川が
北流して日本海に注ぎ込み、それらが形成した小規模な沖積
低地に集落が展開する。市域東部では南志見川、町野川流域、
市街地を流れる鳳至川、河原田川流域で集落の集中が見られ、
丘陵地域では小河川の谷あいに見られる樹枝状平地に集落が
散在するあり方となっている。市域南西部の旧門前町域では、
高爪山、高塚山、サビヤ山、番場山の山地が続き、これらの
山地から日本海に注ぐ皆月川、深見川、八ケ川、阿岸川、南川、
仁岸川が形成した東西に伸びる沖積平野に、集落の多くが展開している。
　興徳寺 B 遺跡のある三井地区は、穴水町と輪島市街地とのほぼ中間に位置する。蛇行しながら北
流する河原田川沿いとその支流の仁行川、中川に沿って三井町仁行、本江、中、渡合、興徳寺、長
沢、漆原、小泉、細屋、新保、市ノ坂、洲衛、内屋などの集落が点在している。七尾北湾にのぞむ穴
水町と輪島市街地を南北に結ぶ主要地方道七尾・輪島線に沿って河原田川が北流し、七見川、小又川
が南流している。これらの河川は洲衛、市ノ坂付近を分水嶺として、能登半島特有の低丘陵性山地を
開析しながら、樹枝状の散在的な狭小な平野を形成し、蛇行しながら日本海に注ぐ。周辺の山地は標
高 200m 前後を測り、樹枝状平野および小谷に存する集落は、ほぼ海抜 100m 前後の高さにある。本
遺跡は河原田川右岸の段丘上に立地する。

第 2 節　歴 史 的 環 境

　興徳寺 B 遺跡（1）が所在する輪島市三井町には、縄文時代から近世の遺跡が点在している。
　縄文時代の遺跡は、興徳寺遺跡（2）や、渡合遺跡（5）、三井新保遺跡（9）、市ノ坂ヤマザキバナ遺跡（12）
が知られている。これらの遺跡は河原田川流域の舌状丘陵上に点在し、そのほとんどが、平安時代、
中世の遺跡と重複或いは近接したものである。三井新保遺跡では、昭和 57（1982）年に石川県立埋
蔵文化財センターによる発掘調査が行われ、縄文時代前期後葉、中期後葉の遺構・遺物のほか、古代
の須恵器窯跡や、平安時代の遺構・遺物も検出されている。海岸沿いに立地する縄文時代の集落遺跡
が多い能登地方にあって、内陸部に立地する三井新保遺跡は貴重な調査事例となっている。

o 20km
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第２図　興徳寺Ｂ遺跡の位置第 2図　興徳寺B遺跡の位置
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第 2章　遺跡の位置と環境

　古墳時代の遺跡では、三井美登里ヶ丘遺跡（3）、興徳寺横穴群（4）が知られる。三井美登里ヶ丘遺跡は、
丘陵部に営まれた集落遺跡で、昭和 23（1948）年、三井中学校の敷地造成工事の際に発見され、弥
生時代終末期から古墳時代初頭の遺物が採集されている。その東方斜面に位置する興徳寺横穴群では、
7 基の横穴が確認されており、そのうち第 7 号横穴は、昭和 54（1979）年に石川県立埋蔵文化財センター
によって調査が実施され、玄室の奥行 1.9m、中央部幅 2m、中央部最大幅 1.3m の規模を持つことが
判明している。遺物は検出されなかったが、横穴の形態等から、7 世紀後半の年代が与えられている。
　輪島市域は古代、能登国鳳至郡に属しており、『倭名類聚抄』の同郡小屋（おや）郷・待野郷域に
比定される。『日本後紀』に「大同三年冬十月丁卯。廃能登国能登郡越蘇・穴水。鳳至郡三井・大市・
待野・珠洲等六箇駅。以下要也。」とあり、そのうち輪島市域に関連するのが三井・大市・待野の三ヶ
駅である。三井・待野（現町野）についてはそのままの地名が現存し、三井駅については現在の三井
町本江周辺が想定されている。遺跡では、井ブタ遺跡（10）、三井小泉遺跡（11）、市ノ坂テンジンウ
ワノ遺跡（13）、洲衛窯跡西支群（19）、洲衛窯跡東支群（22）などが知られる。三井小泉遺跡は、昭
和 60（1985）年に石川県立埋蔵文化財センターによる調査で、平安時代前半期の集落跡が確認され、
掘立柱建物 10 棟のほか、井戸や土坑などが検出された。なお、洲衛窯跡西支群、洲衛窯跡東支群が
所在する洲衛地区は、地名の「洲衛（すえ）」の名にあるように、須恵器の原料である粘土が近隣で
産出されたため、古代においては須恵器の生産地であり、調査により平安時代中期の資料を得た。また、
洲衛地区は、「海藻状水田」「樹枝状水田」と呼称される狭小な谷平野の見られる地域であり、須恵器
の窯跡以外にも製鉄址が存在するほか、中世 ~ 近代の炭窯跡も多数分布しており、洲衛炭窯跡 A 支
群（26）、能登空港関連遺跡群（28）などが調査されている。
　中世の河原田川上・中流域一帯から穴水町、能登町の一部を含む地域は、大屋庄と呼ばれる広大な
荘園であった。大屋庄は『倭名類聚抄』にある鳳至郡小屋郷を継承すると見られ、鎌倉時代初期には、
鳳至郡の東保（南志見村を含む）、西保と鹿島郡の穴水保から構成されていたが、鎌倉時代末期には
｢大屋庄十箇村｣ と言われ、三井保、穴水村、山田村、光浦、深見保、内浦、鳳至院、西保、東保、
南志見村が含められていた。遺跡では、興徳寺 B 遺跡、渡合遺跡、本江姫ヶ城跡（8）、洲衛中世墳墓（18）
などが知られる。本江姫ヶ城は、河原田川と仁行川との合流地点に位置し、昭和 60（1985）年、石
川考古学研究会による分布調査で、堀切や曲輪と見られる平坦面などが確認されている。
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第３図　周辺の遺跡 (S=1/50,000)
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第 1表　周辺の遺跡

番号 名称 所在地 種別 現状 立地 時代 備考 県遺跡番号

1 興徳寺Ｂ遺跡 輪島市三井町興徳寺 散布地 畑地､山林 平地 中世 04010

2 興徳寺遺跡 輪島市三井町興徳寺 散布地 畑地 丘陵 縄文 磨製石斧単独出土｡ 04009

3 三井美登里丘遺跡 輪島市三井町興徳寺 散布地 校地 丘陵 縄文､古墳 1948年四柳嘉孝氏調査 04008

4 興徳寺横穴群 輪島市三井町興徳寺 横穴墓 山林 丘陵斜面 古墳
市指定史跡。１～７号横穴。1974年県教委調査（７号
横穴）。1979年県立埋文センター調査（１号横穴）｡ 04007

5 渡合遺跡 輪島市三井町渡合 散布地 畑地､水田 丘陵 縄文､平安
1991年県立埋文センター調査｡2005年（財）県埋文セン
ター調査。 04011

6 本江遺跡 輪島市三井町本江 散布地 畑地､水田 丘陵 古墳､奈良､平安､中世 04013

7 本江宮ノ下遺跡 輪島市三井町本江 散布地 水田 平地 平安､中世 04014

8 本江姫ケ城跡 輪島市三井町本江 城跡 山林 丘陵 中世 市指定史跡｡付近で磨製石斧単独出土｡ 04012

9 三井新保遺跡 輪島市三井町新保 散布地 畑地 平地 縄文､奈良､平安､中世 1982年県立埋文センター調査｡ 04006

10 井ブタ遺跡 輪島市三井町井ブタ 散布地 畑地 丘陵 平安 04005

11 三井小泉遺跡 輪島市三井町小泉 散布地 宅地 丘陵 縄文､奈良､平安 1985年県立埋文センター調査｡1991年輪島市教委調査｡ 04004

12 市ノ坂ヤマザキバナ遺跡 輪島市三井町市ノ坂 散布地 畑地 丘陵 縄文 04003

13 市ノ坂テンジンウワノ遺跡 輪島市三井町市ノ坂 散布地 畑地 丘陵 平安 04002

14 洲衛タタラＡ遺跡 輪島市三井町洲衛 製鉄跡 山林 丘陵 不詳 04015

15 洲衛炭窯跡Ｂ支群 輪島市三井町洲衛 炭窯跡 山林 丘陵 不詳 能都町俎倉遺跡例に類似するもの4基以上｡ 04016

16 洲衛タタラＢ遺跡 輪島市三井町洲衛 製鉄跡 山林 丘陵 不詳 04017

17 洲衛大舎羅遺跡 輪島市三井町洲衛 散布地 水田 丘陵裾 平安 04018

18 洲衛中世墳墓 輪島市三井町洲衛 墳墓 墓地 丘陵裾 中世 04019

19 洲衛窯跡西支群 輪島市三井町洲衛 窯跡 山林 丘陵斜面 平安 旧洲衛1号窯跡(市指定史跡)を含む｡ 04020

20 洲衛窯跡中支群 輪島市三井町洲衛 窯跡 山林 丘陵斜面 不詳 旧洲衛2号･3号窯跡を含む｡ 04021

21 洲衛タタラＣ遺跡 輪島市三井町洲衛 製鉄跡 山林 丘陵 不詳 04022

22 洲衛窯跡東支群 輪島市三井町洲衛 窯跡 水田 丘陵裾 平安 1992年県立埋文センター調査。 04023

23 洲衛タタラＤ遺跡 輪島市三井町洲衛 製鉄跡 山林 丘陵 不詳 04024

24 洲衛タタラＥ遺跡 輪島市三井町洲衛 製鉄跡 山林 丘陵 不詳 3基以上｡1981年現地確認調査｡ 04025

25 洲衛タタラＦ遺跡 輪島市三井町洲衛 製鉄跡 山林 丘陵 不詳 04026

26 洲衛炭窯跡Ａ支群 輪島市三井町洲衛 炭窯跡 山林 丘陵 中世､近世､不詳
600基前後の存在が予想される｡1990､92～94年輪島市教
委調査｡1990年県立埋文センター調査｡ 04027

27 洲衛旧開柘地遺跡 輪島市三井町洲衛 散布地 山林 丘陵 縄文中期 1999年輪島市教委調査。 04028

28 能登空港関連遺跡群 輪島市三井町洲衛 炭窯跡 山林 丘陵 中世､近世､近代
1997年県立埋文センター､98年(財)石川県埋蔵文化財セ
ンター発掘調査｡

第 3図　周辺の遺跡（S=1/50,000）
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穴）。1979 年県立埋文センター調査（１号横穴）｡ 04007

5 渡合遺跡 輪島市三井町渡合 散布地 畑地､水田 丘陵 縄文､平安
1991 年県立埋文センター調査｡2005 年（財）県埋文センター

11040。査調

31040世中､安平､良奈､墳古陵丘田水､地畑地布散江本町井三市島輪跡遺江本6

41040世中､安平地平田水地布散江本町井三市島輪跡遺下ノ宮江本7

8 本江姫ケ城跡 輪島市三井町本江 城跡 山林 丘陵 中世 市指定史跡｡付近で磨製石斧単独出土｡ 04012

60040｡査調ータンセ文埋立県年2891世中､安平､良奈､文縄地平地畑地布散保新町井三市島輪跡遺保新井三9

10 井ブタ遺跡 輪島市三井町井ブタ 散布地 畑地 丘陵 平安 04005

11 三井小泉遺跡 輪島市三井町小泉 散布地 宅地 丘陵 縄文､奈良､平安 1985年県立埋文センター調査｡1991年輪島市教委調査｡ 04004

12 市ノ坂ヤマザキバナ遺跡 輪島市三井町市ノ坂 散布地 畑地 丘陵 縄文 04003

13 市ノ坂テンジンウワノ遺跡 輪島市三井町市ノ坂 散布地 畑地 丘陵 平安 04002

14 洲衛タタラＡ遺跡 輪島市三井町洲衛 製鉄跡 山林 丘陵 不詳 04015

15 洲衛炭窯跡Ｂ支群 輪島市三井町洲衛 炭窯跡 山林 丘陵 不詳 能都町俎倉遺跡例に類似するもの4基以上｡ 04016

16 洲衛タタラＢ遺跡 輪島市三井町洲衛 製鉄跡 山林 丘陵 不詳 04017

17 洲衛大舎羅遺跡 輪島市三井町洲衛 散布地 水田 丘陵裾 平安 04018

18 洲衛中世墳墓 輪島市三井町洲衛 墳墓 墓地 丘陵裾 中世 04019

19 洲衛窯跡西支群 輪島市三井町洲衛 窯跡 山林 丘陵斜面 平安 旧洲衛1号窯跡(市指定史跡)を含む｡ 04020

12040｡む含を跡窯号3･号2衛洲旧詳不面斜陵丘林山跡窯衛洲町井三市島輪群支中跡窯衛洲02

21 洲衛タタラＣ遺跡 輪島市三井町洲衛 製鉄跡 山林 丘陵 不詳 04022

32040。査調ータンセ文埋立県年2991安平裾陵丘田水跡窯衛洲町井三市島輪群支東跡窯衛洲22

23 洲衛タタラＤ遺跡 輪島市三井町洲衛 製鉄跡 山林 丘陵 不詳 04024

52040｡査調認確地現年1891｡上以基3詳不陵丘林山跡鉄製衛洲町井三市島輪跡遺Ｅラタタ衛洲42

25 洲衛タタラＦ遺跡 輪島市三井町洲衛 製鉄跡 山林 丘陵 不詳 04026

26 洲衛炭窯跡Ａ支群 輪島市三井町洲衛 炭窯跡 山林 丘陵 中世､近世､不詳
600基前後の存在が予想される｡1990､92～94年輪島市教
委調査｡1990年県立埋文センター調査｡ 04027

82040。査調委教市島輪年9991期中文縄陵丘林山地布散衛洲町井三市島輪跡遺地柘開旧衛洲72

28 能登空港関連遺跡群 輪島市三井町洲衛 炭窯跡 山林 丘陵 中世､近世､近代
1997年県立埋文センター､98年(財)石川県埋蔵文化財セン
ター発掘調査｡

第 2節　歴史的環境
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第２章　遺跡の位置と環境

第 3 章　遺 構 と 遺 物

第 1 節　調査の概要（第 4 図）

　調査区の現況は平成 13（2001）年に廃線となった旧のと鉄道七尾線（穴水・輪島間）の線路敷部
分であった。調査区は面積 950㎡で、幅約 5~14.5m、延長約 117m に及ぶ狭長なトレンチであり、全
域に線路敷きの砕石や、保線関係の構造物・ケーブル等の設備の残骸などが残されているほか、多く
の箇所で、線路敷設や調査区を横断する農業用水等に関連する撹乱を受けている。
　調査にあたり、平面直角座標第Ⅶ系に準拠した、10m 方眼のグリッド（第 4 図）を設定し、北に向かっ
て北東交点の杭の名称をグリッド名にしている。
　調査区の基本層序は、旧鉄道に伴う撹乱や客土の下に、黄橙色および黄褐色、緑灰色系シルトの地
山（ベース）が存在する。遺構の覆土は、黒色および黒褐色系土である。
　調査区は検出面レベルで 92.10~92.65m を測る。中央部と南部に鞍部が存在し、緩やかな起伏を繰
り返しながら南北に傾斜する地形である。遺構密度は総じて薄く、遺構に伴う遺物は少量ながら、概
ね 10 世紀前半と、12 世紀中葉 ~13 世紀前半のもので占められる。

第 2 節　遺構と遺物（第 5~12 図、図版 1~4、第 2 表）

SB01　50X67Y グリッドに位置する。調査区外に延びる可能性があり、全体プランは明らかではない
が、南北 2 間（6.30m）、東西 1 間（2.88m）以上の規模を持つ。長軸方位は真北から 15 度西に傾きを持っ
ている。柱穴は略円形および楕円形の掘り方を持ち、径 43~54㎝、深さ 17~46㎝を測る。

SB02　49・50X67Y グリッドに位置する。調査区外に延びる可能性があり、全体プランは明らかで

55 565453525150494847464544

69

68

67

66

64

65

70

第４図　グリッドの設定（S=1/1,000）第 4図　グリッドの設定（S=1/1,000）
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第５図　調査区全体図（S=1/250）
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第 5図　調査区全体図（S=1/250）
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第３章　第１次調査の結果
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92.1m

1. 黒色粘質土 (Hue2.5Y2/1)
2. 黒色粘質土 (Hue2.5Y2/1)+ 黄褐色粘質土 (Hue2.5Y5/3)
3. 黒色粘質土 (Hue2.5Y2/1)+ 黄褐色粘質土 (Hue2.5Y5/3)
　 2 層より黄褐色粘質土多
4. 黒色粘質土 (Hue2.5Y2/1)+ 黄褐色粘質土 (Hue2.5Y5/3) 少
5. 黄褐色粘質土 (Hue2.5Y5/3)+ 黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1) 少
6. 黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)
　 + 黄褐色粘質土 (Hue2.5Y5/3) ブロック

1

2

3

45
6

1

第８図　遺構実測図３（S=1/60）

P07

92.4m

I I’ J J’

I

I’

J
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92.5m

1.黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)

P10

はないが、南北 2 間（5.61m）、東西 1 間（2.50m）以上の規模を持つ。長軸方位は真北から 16 度西
に傾きを持っている。柱穴は楕円形および略円形の掘り方を持ち、径 37~82㎝、深さ 18~36㎝を測る。
柱穴 P04・P06・P08 より完形品を含む土師器皿が複数まとまって出土する状態が確認されており、
建物撤去の際に埋納されたものと推定される。1~9 を図化した。

第 8図　遺構実測図 3（S=1/60）
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1. 黄灰色砂 (Hue2.5Y4/1)

2. 黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)

3. 黒色粘質土 (Hue2.5Y2/1)

4. 黒色粘質土 (Hue2.5Y2/1)

　 + 緑灰色粘質土 (Hue7.5GY6/1) ブロック

5. 濁緑灰色粘～シルト質土 (Hue7.5GY6/1) 

　 + 黒色粘質土 (Hue2.5Y2/1) 少

1

2 3

4 5
5

1

1. 黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)

　 + 緑灰色粘質土 (Hue7.5GY6/1) 少

P08 遺物出土状況 (S=1/30)

P06 遺物出土状況 (S=1/30)

P06

P03

K

K’

L

L’

K K’
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M
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第９図　遺構実測図４（S=1/30,1/60）

92.4m

92.4m

第 9図　遺構実測図 4（S=1/30,1/60）

柱穴列 1　50X67Y グリッドに位置する。南北 2 間（5.10m）以上の規模を持つ柱穴列。長軸方位は
真北から 11 度西に傾きを持っている。柱穴は略円形および楕円形の掘り方を持ち、径 32~58㎝、深
さ 10~22㎝を測る。
　このほか、柱根 W1 が出土した P12 など柱穴の可能性のある小穴が検出されているが、調査区が
狭長なため、建物を復元するまでに至らなかった。
SE01　50X67Y グリッドに位置する。調査区端にかかるため、完掘できていないが、長径 1.55m、短
径 1.52m 程度の平面略円形プランの掘り方を持つと思われ、深さ 130㎝を測る。湧水による崩落のた
め断面図等詳細な記録を残せなかったが、覆土には黒褐色系粘質土の堆積が見られた。出土遺物では、
須恵器坏蓋 10、柄杓 W2、柄杓柄 W3、部材 W4 を図化した。この他図化できなかったものの、白磁
碗の小片等も出土している。
SK01　47X65Y グリッドに位置する。長径 1.19m、短径 1.09m の平面隅丸方形プランの掘り方を持ち、

第 2節　遺構と遺物
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第３章　第１次調査の結果

1. 黒色粘質土 (Hue2.5Y2/1)+ 鉄分
2. 黒褐色粘質土 (Hue2.5Y3/1)　しまっている
3. 黄灰色粘質土 (Hue2.5Y4/1)
4. 暗灰黄色粘質土 (Hue2.5Y5/2) +3 層土、鉄分
5. 黒褐色粘～シルト質土 (Hue2.5Y3/1)
6. 黄灰色粘～シルト質土 (Hoe2.5Y4/1)
7. 黄灰色シルト (Hue2.5Y4/1) + 地山ブロック
8. 暗灰黄色シルト (Hue2.5Y5/2)
9. 灰黄色シルト (Hue2.5Y6/2) 
　 + 暗灰黄色シルト (Hue2.5Y5/2) ブロック
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1 234
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SX01

1. 黄橙色粘質土 (Hue10YR5/6)
2. 灰黄褐色粘質土 (Hue10YR6/2)
3. 黒色粘質土 (Hue10YR2/1) +1 層のブロック土
4. 1 層＋褐灰色粘質土 (Hue10YR5/1)
5. 褐灰色粘質土 (Hue10YR4/1)
6. 灰白粘質土 (Hue10YR7/1)
7. 浅黄色粘質土 (Hue10YR8/4)…地山か

1.　明黄褐色粘質土 (Hue10YR6/6)
　　 + 褐灰色粘質土 (Hue10YR5/1)
2.　黒色粘質土 (Hue10YR2/1) 
　　 + 明黄褐色粘質土 (Hue10YR7/6) ブロック
3.　褐灰色粘質土 (Hue10YR6/1) 
　　 + 黒褐色粘質土 (Hue10YR3/1)、軟
4.　褐灰色粘質土 (Hue10YR5/1)
5.　にぶい黄橙色粘質土 (Hue10YR7/4)
6.　灰黄褐色粘質土 (Hue10YR6/2)
7.　黒褐色粘質土 (Hue10YR3/1) 
　　 + 灰黄褐色粘質土 (Hue10YR5/4) 粒状ブロック
8.　灰黄褐色粘質土 (Hue10YR5/2)
9.　明黄褐色粘質土 (Hue10YR7/6) 
10. にぶい黄橙色粘質土 (Hue10YR7/3)
11. にぶい黄橙色粘質土 (Hue10YR7/2)
12. にぶい黄橙色粘質土 (Hue10YR7/3)
1～ 4: 撹乱溝、5～ 12:SX03

92.3m

1. 灰オリーブ色粘～シルト質土 (Hue5Y5/2)
　 + 黒褐色粘～シルト質土 (Hue2.5Y3/1) 少、鉄分混、
　 少ししまっている
2. 黒褐色シルト (Hue2.5Y3/1)+1 層土少、鉄分少、
　 少ししまっている
3. 灰オリーブ色粘～シルト質土 (Hue5Y5/2)+ 鉄分多
4. 濁黄灰色粘～シルト質土 (Hue2.5Y4/1) + 鉄分少
5.濁黄灰色粘～シルト質土(Hue2.5Y4/1) +9層土(縞状に混)
6. 灰黄褐色粘質土 (Hue10YR4/2)+ 灰色粘質土 (Hue5Y4/1) 少
7. 灰色粘～シルト質土 (Hue7.5Y6/1)
　 + 灰色粘質土 (Hue5Y4/1) 少、鉄分少
8. 灰色シルト (Hue10Y6/1) + 鉄分少、少し粘性あり

9. 黒色弱粘質土 (Hue2.5Y2/1)　
10. 灰色シルト (Hue10Y5/1)
11. 黒色粘質土 (Hue2.5Y2/1)
12. 黒色粘質土 (Hue10YR2/1)
13. 灰黄褐色粘質土 (Hue10YR4/2)
　　+12 層土ブロック
14. 灰黄褐色粘質土 (Hue10YR4/2)
15. 灰黄褐色粘質土 (Hue10YR4/2)
　　+12 層土ブロック少
16. 灰色シルト (Hue7.5Y6/1)　しまっている
17. 灰色シルト (Hue10Y5/1)

SX04

SX03 、撹乱溝
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92.8m
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1
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第 10図　遺構実測図 5（S=1/60）

深さ 58㎝を測る。珠洲焼擂鉢 11 を図化した。
SK02　54X68Y グリッドに位置するが、東側はコンクリート側溝による撹乱を受け、全形は明らか
でない。長径 2.01m 以上、短径 1.43m、深さ 76㎝を測る。出土遺物は見られなかった。

第 3章　遺構と遺物
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0 (1:6) 30㎝

0 (1:3) 15㎝

第 11 図　遺物実測図１（S=1/3，1/6）
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W1(S=1/6)

4

13
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第 11図　遺物実測図 1（S=1/3,1/6）

鞍部　調査区中央付近の 51X67~68Y グリッドに位置する。南西 - 北東方向で、幅 5.2~7m、最深部で
の深さ 40~50㎝を測る。周辺で遺構密度が比較的高くなる傾向にある。出土遺物は多くなかったが、
縄文土器の小型深鉢 12、須恵器坏 13 を図化した。
その他　SX01~SX04 は風倒木痕とみられる。うち SX03 は溝による撹乱を受けている。

第 2節　遺構と遺物
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第３章　第１次調査の結果

0 (1:3) 15㎝

第 12 図　遺物実測図２（S=1/3）
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第 12図　遺物実測図 2（S=1/3）
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第 4 章　ま と め
　遺構密度は総じて希薄な傾向にあるが、中央付近の鞍部周辺で井戸、掘立柱建物、土坑、小穴など
を検出し、これらの遺構からは主に 10 世紀前半、12 世紀中葉 ~13 世紀前半の須恵器、土師器、珠洲
焼等の遺物が出土した。建物については調査範囲が狭長であったことから、全体プランは不明である
が、一部で重複しており、継起的な建て替え関係にあると考えられる。しかし、SB02 で複数の柱穴
から完形の土師器皿が埋納された状況が見られたほかは、時期が明確な遺物が確認されず、各建物間
の前後関係は不明である。また、鞍部より縄文土器が出土しているが、調査区内からは明確な縄文時
代の遺構は検出されておらず、周辺からの流れ込みと考えられる。
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書 -』　石川県教育委員会　・（財）石川県埋蔵文化財センター
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第 2表　遺物観察表

1 D-1 土師器 皿 50X67Y P04 8.4 2.5 5

2 D-2 土師器 皿 50X67Y P06 8.4 2.6 5.4

3 D-3 土師器 皿 50X67Y P06 8.7 2.2 5.8

4 D-4 土師器 皿 50X67Y P06 8.5 2.05 5

5 D-5 土師器 皿 50X67Y P06 9.5 1.7 6.8

6 D-6 土師器 皿 50X67Y P06 9.3 2.3 4.6

7 D-7 土師器 皿 50X67Y P06 8.6 2.2 5.4

8 D-8 土師器 皿 50X67Y P08 7.7 2.8 4.4

9 D-11 土師器 皿又は埦 50X67Y P08 13.8 (2.9) -

10 D-13 須恵器 坏蓋 50X67Y SE01 12.2 (1.65) -

11 D-9 珠洲 擂鉢 47X65Y SK01 28.5 (5.0) -

12 D-10 縄文 小型深鉢 51X67Y 
鞍部

 10.3 (12.1) 6.5

13 D-12 須恵器 坏 51X67Y 鞍部 10.9 (3.2) -

実測
番号

口径
（㎝）

器高
（㎝）

底径
（㎝）番号 種別 焼成 備考土胎調色整調遺構器種 グリッド

回転ナデ
底部-回転
糸切り

粗砂 並　
赤色粒あり

粗砂　多
赤色粒あり

粗砂、礫
多
海綿骨針
赤色粒あり
粗砂　多
海綿骨針
赤色粒あり

粗砂　多
赤色粒あり

粗砂　多
赤色粒あり

粗砂 並　
赤色粒あり

粗砂　並
海綿骨針
赤色粒あり

粗砂　並
海綿骨針
あり

底部に網
代圧痕、
摩耗著しい

粗

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

粗砂　並　

粗砂　多　

粗砂　並
海綿骨針　多

内、外
にぶい橙

内、外
にぶい橙

内、外
にぶい橙

内、外
橙

内、外
にぶい橙

内、外
にぶい橙

内外
灰

内、外
黒灰

内外
にぶい赤
褐

灰

内-にぶい
橙
外-橙
内-にぶい
黄橙
外-明黄褐

内-橙
外-にぶい
橙

ロクロナデ
底部-回転
糸切り
ロクロナデ
底部-回転
糸切り

ロクロナデ
底部-回転
糸切り

ロクロナデ
底部-回転
糸切り
ロクロナデ
底部-回転
糸切り

内-ロクロ
ナデ
外-ロクロ
ケズリ、ロ
クロナデ

ナデ、
底部-不明

内-ナデ
外-ナデ後
縄文

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ナデ、
底部-ナデ

番号 種別実測
番号

器種 グリッド  遺構 最大長 最大幅 最大厚
（㎝）（㎝）（㎝）

W1 木-2 柱根 50X67Y P12
W2 木-1 柄杓 50X67Y SE01            
W3 木-4 柄杓の柄 50X67Y SE01
W4 木-3 部材 50X67Y SE01

47.8
-

29.6
33.5

14.3
9.1
1.6
7.1

13.7
14

1.3
4.3

(南西)



遺跡遠景（北から）

遺構 1 図版 1

調査区全景（上から）



図版２ 遺構２

掘立柱建物・柱穴列

P06　土師器皿出土状況

P08　土師器皿出土状況

P03  土層断面

P07  土層断面

P02  土層断面

P05  土層断面 SE01  完掘状況



図版３遺構３

SK01  完掘状況SK01  土層断面

SK02  土層断面 SK02  完掘状況

鞍部土層断面 鞍部完掘状況

SK03  土層断面SX01  土層断面



図版４ 出土遺物
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